
UN ECE-R44/04適合
汎用型グループⅠ、グループⅡ、グループⅢ　9kgから36kgまで

〈お願い〉

本製品は、体重9kgから36kgまでのお子さま用です。
UN ECE-R16または他の同等の基準に基づいて認可された
自動車3点式／リトラクター付きシートベルトを装備した
車に使用できます。

このたびは、アップリカ製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
ご使用の前に、取扱説明書（本書）をよくお読みのうえ正しくお使いください。
また、お読みになった後は、本書を取扱説明書収納ポケットに常備し、大切に
保管してください。
本書に記載されている以外の方法で使用しないでください。
製品の機能が充分発揮されないだけでなく危険です。

〈重 要〉ご使用の前にお客様情報を登録してください。

弊社ホームページ https://www.aprica.jp/

弊社では、万一お買い上げいただいた製品に問題があることが判明してリコールを実施する場合に、
直接その内容をお知らせするために、お客様登録システムを導入しております。
安心してチャイルドシートをご使用いただくために、お買い上げ日より一カ月以内に必ず登録をお
願い致します。

NWL0000712965D

・本書に使用しているイラストは、操作方法や仕組みなどを分かりやすくするため、実物とは多少異なる場合があります。
・本書の内容について、誤りや記載もれなどお気づきの点がありましたら、弊社お客様サポートセンターまでご連絡ください。
・製品の品質向上のため、予告なしに一部仕様変更する場合もありますので、あしからずご了承ください。

ベビー用品 お客様サポートセンター  TEL 0120-415-814
携帯電話からご利用の場合（通話料お客様負担） TEL 0570-004-155
受付時間 ： AM10：00～PM5：00（土、日、祝日、弊社所定休日を除く）〒108-0023 東京都港区芝浦4-9-25 芝浦スクエアビル

ニューウェルブランズ・ジャパン合同会社

NWL0000712965D20-01















シートベルトの種類

ALR／ELR付シートベルト
(チャイルドロック機構付）

その他 上記に当てはまらないシートベルト。 本製品は、ご使用できません。

ELR付シートベルト
（緊急ロック式巻取装置付）

特　　徴 取り付け上の注意点

通常はシートベルトが肩側の取り付け部から自由に出し
入れでき、急ブレーキや衝突などの時だけロックされる。

シートベルトを全て引き出すと、入る方向にしか動かなく
なる機構付です。全て巻き取るとロックが解除されます。

シートベルトをゆるやかに引き出し使用すること。

ALR/ELR（チャイルドロック機構付）のシートベ
ルトの場合は、ロックがかかるとシートベルトを引
き出せなくなります。この場合、シートベルトを全
てもどすと、チャイルドシート固定機構が解除され
ます。
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シートベルトの条件
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・2点式シートベルトの座席。 ・パッシブシートベルトの座席。
（座席に座ってドアを閉めると自動的
にシートベルトが装着される座席）

・シートベルトの取り付け部が
上下共巻き取り式の座席。

・市販のスポーツタイプのシート
ベルトが装備されている座席。

・本製品は、UN ECE-R16または他の同等の基準に基づいて認可された自動車3点式/リトラクター付きシートベルトを
装備した車に限り使用できます。

〈取り付けできない座席〉

・シートベルトの取り付け幅が
極端に小さくベースでバックル
を踏みつける座席。

・バックル側のベルトが固い樹
脂製などでかつ極端にバック
ルが長い座席。（一部のRV車）

・バックル及び腰シートベルト
が極端に高い位置から出て、
しっかり取り付けができない
座席。

・バックル及び腰シートベルトが極端
に前方から出て、リクライニング機
構もなく、しっかり取り付けできな
い座席。

・シートベルトバックルの位置は、チャイルドシートの安定性に影響を
及ぼす可能性があります。シートベルトバックルの位置によっては、
衝突などの際に充分性能を発揮できません。

・右図のように、バックルが製品に干渉しバックル側のベルトにたるみ
が生じる場合は本製品はそのシートベルト及び車両ではご使用になれ
ません。ご不明な方は、弊社お客様サポートセンターまでお問い合わ
せください。（P64参照）

〈シートベルトバックルの正しい位置〉

ご
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車のシートベルトが
シートベルトガイド
にかかっている。

車のシートベルトのタングがバックル
に差し込まれている。

チャイルドシートの背もたれが車の座席
の背もたれに接している。

チャイルドシートの座面が車の
座席の座面に接している。

チャイルドシートの
背もたれ角度は1段
目か2段目に調節さ
れている。

車のシートベルトにゆるみ、たるみ
がない。（シワは問題ありません。）



⑤背もたれが確実に取り付けられていることを確認する。
⑥肩ハーネスがジョイント金具に取り付けられていること
を確認する。

警
告

・組み立てる時に、指などを挟まないよう注意する。
・組み立てたチャイルドシートを運ぶ時は、座面から
背もたれが外れないよう注意する。

注
意

・背もたれ部分が斜めにならないよう注意してください。
・シートカバーを挟み込まないよう注意してください。

背もたれ

座面ジョイント

アーム

③

背もたれ

ジョイント
金具

④

⑤

⑥

③背もたれを水平に持ち上げ、アームを座面のジョイントに
掛ける。
④背もたれを起こす。
 ・背もたれ角度は2段階に調節が可能です。（P31参照）

1段目 2段目



〈肩ハーネス通し穴の位置〉
②お子さまの肩よりすぐ上の肩ハーネス通し穴を
使用してください。

①3段階に調節できます。
　（箱から取り出したときは1段目になっています。）

肩よりすぐ上

肩より低い

3段目

2段目

1段目

体　重 参考身長（目安） 肩ハーネスの位置（目安）

3段目

2段目

1段目

95cm

85cm

75cm

9kgから

18kgまで

・お子さまの肩より低い肩ハーネス通し穴を使用
しない。
　衝突などの際に充分性能を発揮できません。

警
告







・緊急時の脱出の妨げになる座席にはチャイルドシー
トを取り付けない。警

告

取り付け準備

②作業前に前座席を倒したり、スライドさせることで
車内での作業スペースを確保できます。

〈取り付け作業のスペース確保〉
①取り付け作業は、ドアの全開閉が可能な、広く平らな
場所で行ってください。

●お子さまの安全性を高めるために、運転席より後ろの
座席に取り付けることをおすすめいたします。

●本書では、右後部座席に取り付ける場合を例として説
明しています。

●車の座席形状やシートベルトの種類により、取り付け
出来ない場合があります。

　詳しくはP11～P14を参照してください。

・チャイルドシートが確実に固定できない座席では使
用しない。
・シートベルトに損傷がある座席には取り付けない。
・補助座席、幼児専用座席には使用しない。

危
険
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①チャイルドシートを取り付ける前に、取り付け
座席を1番後ろにスライドさせる。

②取り付け後、取り付け座席を前にスライドさせる。
ヘッドレストシートベルト

①

①

②

②

チャイルドシートモードで使用の際、取り付け
座席にスライド機能がついている場合、取り付
け後に座席を前にスライドさせると、より確実
に固定できます。

アドバイス

チ

イ
ル
ド
シ

ト
モ

ド

・座席をいちばん後ろまで移動さ
せた場合は、座席の背もたれの
上部をシートベルトの上部取り
付け位置より後方にしない。
　衝突などの際に充分性能を発揮
できません。

警
告

・車のヘッドレストがチャイルドシートに干渉した状態で
取り付けない。チャイルドシートを確実に固定できない
おそれがあり、衝突などの際に充分性能を発揮できま
せん。
・取り外したヘッドレストを座席などの乗車空間に放置
しない。衝突などの際に重傷を負うおそれがあります。

警
告

〈取り付ける座席の準備〉・調節可能な場合のみ。
①車のヘッドレストを取り外す。
②シートベルトの肩の高さを下げる。
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・シートベルトのALR機能を作動させない。
・ベルトがゆるめられなくなりチャイルドシートを取り外せなくなる
おそれがあります。

③シートベルトをシートベルトガイドに通し、タングをバックル側に
引き出す。
④タングをバックルに差し込む。
⑤

〈背もたれ角度を調節する〉 〈シートベルトをとめる〉

注
意

バックル

車の座席の背もたれ

タング

④

⑤

③

肩シートベルト

腰シートベルト

〈シートベルトをしめつける〉
⑥座部を車の座席に押し付けながら、（座面に膝を乗せて
体重をかけてください。）

⑦バックル側の肩シートベルトを強く引き上げ、腰シートベ
ルトのゆるみをとる。
⑧肩シートベルトをドア側に強く引っぱりながら、

〈ロックオフデバイスに差し込む〉
⑨ロックオフデバイスを開き、
⑩肩シートベルトを差し込みロックオフデバイス
を閉じる。

ロックオフ
デバイス

・肩シートベルトにねじれ、ゆるみがないこと。
　衝突などの際に充分性能を発揮できません。警

告

警
告

肩シートベルト

車のシート形状によってはロックオフデバイスが隠
れて肩シートベルトを差し込みにくい場合がありま
す。その場合は先にロックオフデバイスに肩シート
ベルトを差し込んでから、⑥、⑦の順にシートベルト
をしめてください。

アドバイス

座席の背もたれ

⑥
⑦

⑧

肩シートベルト

腰シートベルト

①チャイルドシートを座席にのせ、チャイルド
シートの前部が座席からはみ出していない
ことを確認する。
②チャイルドシートの背もたれ角度（1～2段
目）を座席に合わせて調節する。
　リクライニングが可能な座席の場合は、使
用したいチャイルドシートの背もたれ角度
に合わせ座席のリクライニングを調節する。

①
②

チャイルドシートの背もたれと、車の座席の背もたれのすき間が
なくなるようにチャイルドシートの位置を調節する。

・チャイルドシートの背もたれと車の座席の
背もたれ、チャイルドシートの座面と車の座
席の座面が離れた状態で使用しない。衝突
などの際に充分性能を発揮できません。

カチッカチッ

1段目2段目

⑨

⑩

・チャイルドシートの背もたれ角度は1～2段目以
外では使用しない。衝突などの際に充分性能を
発揮できません。
・取り付け後にチャイルドシートの背もたれ角度
を変更する場合は必ずシートベルトを締め直
す。シートベルトがゆるみ、衝突などの際に充分
性能を発揮できません。

警
告



肩ハーネスを緩める際は、
肩パッドを持って引っ張ら
ないでください。
重く感じる際は、片方ずつ
引っ張ってください。

アドバイス

車のシートベルトが
シートベルトガイド
にかかっている。

車のシートベルトのタングがバックル
に差し込まれている。

チャイルドシートの背もたれが車の座席
の背もたれに接している。

チャイルドシートの座面が車の
座席の座面に接している。

チャイルドシートの
背もたれ角度は1段
目か2段目に調節さ
れている。

車のシートベルトにゆるみ、たるみ
がない。（シワは問題ありません。）



注
意

・背もたれとアームレストの間
に衣服や指などをはさまな
いように注意してください。

背もたれ

アーム
レスト



肩ハーネスを緩める際は、
肩パッドを持って引っ張ら
ないでください。
重く感じる際は、片方ずつ
引っ張ってください。

アドバイス



〈背面図〉

肩パッド

取り外した肩パッドは大切に
保管してください。アドバイス



⑭座部の上部から股ハーネスと股ハーネスカバーを
抜き取る。

取り外した股ハーネスと股ハーネスカバーは
大切に保管してください。アドバイス

⑭



⑱背もたれを水平に寝かせ、アームを座面のジョイントに掛ける。
⑲背もたれを起こす。
⑳背もたれが確実に取り付けられていることを確認する。（P21参照）

〈背もたれを取り付ける〉

・組み立てる時に、指などを挟まないよう注意する。
・組み立てたチャイルドシートを運ぶ時は、座面から背
もたれが外れないよう注意する。

・シートカバーを挟み込まないよう注意してください。

・組み立て作業は、広く平らな場所で行ってください。 ③チャイルドシートの背もたれ角度（1～2段目）を座席に合わせて調節
する。（P31参照）
　リクライニングが可能な座席の場合は、使用したいチャイルドシート
の背もたれ角度に合わせ座席のリクライニングを調節する。
④高さ調節ボタンを引き上げ、ヘッドサポートを上げる。
⑤肩シートベルトを肩ベルトガイド、肩シートベルトと腰シートベルト
を腰ベルトガイドに通し、タングをバックルに差し込む。

〈背もたれ角度を調節する〉

警
告

③

④

⑤

背もたれ

・チャイルドシートの背もたれ角度は1～2段目以外では使用しない。
衝突などの際に充分性能を発揮できません。
・お子さまが乗っていないときでも、チャイルドシートは必ずシートベ
ルトで固定する。急ブレーキや衝突時などの衝撃で乗員がケガをす
るおそれがあります。



〈腰シートベルトをとめる〉
④肩シートベルトと腰シートベルトを腰ベルトガイド
に通す。（左右）
⑤タングをバックルに差し込む。





・肩シートベルトがお子さまの肩以外の部分にあたる場合は、肩ベルト調節ストラップを使用してください。



・チャイルドシートの前部が座席からはみ出さないこと。
・お子さまが乗っていないときでも、チャイルドシートは
必ずシートベルトで固定する。
急ブレーキや衝突時などの衝撃で乗員がケガをする
おそれがあります。

警
告







〈肩パッドを取り付ける〉
⑰肩ハーネスを肩パッド内側の折り返しにはさみ、
面ファスナーをとめる。（左右）
⑱左右のタングを組み合わせ「カチッ」とバックルに
固定されるまで差し込む。





インタ－ネットのアップリカホ－ムペ－ジ「https://www.aprica.jp/」や店頭のチャイルドシ－ト取り付け
可能車種一覧表を確認してください。

座面奥側を両手で持ち、左右に動かして座面部分が3cm以上ずれなければそのままご使用いただけ
ます。3cm以上ずれが発生する場合は、車体への取り付け方法を再度ご確認の上、もう一度初めから取
り付け直してください。
P１９「日常の点検」参照、アップリカホームページ「https://www.aprica.jp/」の「よくある質問」参照



アフターサービスについての連絡先

〈電話連絡先〉

携帯電話からご利用の場合（通話料お客様負担）

受付時間：AM10：00～PM5：00（土、日、祝日、弊社所定休日を除く）

TEL 0120－415－814
TEL 0570－004－155

ベビー用品 お客様サポートセンター

ニューウェルブランズ・ジャパン合同会社




